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○稲富委員 ありがとうございます。地域に合わせた柔軟な御対応をぜひしていただければと思います。ありが

とうございます。 

 次に、衆法提出者にお伺いをいたします。 

 介護についてですけれども、何といっても大切なのは介護・福祉人材の確保でございます。現役世代が減少し

ていく中、人材を十分に確保できなければ今後はサービスを提供できなくなってしまうということでございます。

コロナ感染拡大前は人手不足だということで、人材確保が極めて難しい状況でございました。しかし、状況は大

きく変わるであろうと思われます。 

 そこで伺います。どのようにすれば魅力ある職場になるのか、どうすれば人材確保が進むのか。本法案の目的、

内容についてお伺いします。 

○山井議員 稲富委員にお答え申し上げます。 

 今おっしゃってくださいましたように、もともと、介護職員、障害福祉職員の処遇改善は与野党を超えてみん

なの願いであったと思います。さらに、最近では、コロナの感染の問題もありまして、ますます人手不足、感染リ

スクの問題も課題となっております。 

 そういう中で、本法案におきましては、全額国費負担で平均月給一万円を引き上げると。これは、介護職員さ

ん、そして障害福祉職員さん、ケアマネさんを含め、全職員さんの引上げを念頭に置いております。 

 また同時に、今も稲富委員から御指摘がありましたように、コロナの感染で、欧米でも半数以上の死者は介護

施設である、そういうデータもございます。そういう中で、今回、介護・障害福祉におきまして全ての職員さんを

対象とする危険手当というものも必要ではないかというふうに考えて、これも二次補正についての要望をさせて

いただいております。 

 さらに、加えまして、特に障害施設におきましては、私もきょう、障害施設の方がつくってくださったマスクを

つけさせていただいているんですが、今回の法案の中にあります、食事加算をぜひ存続させてほしい、減額や縮

小をしてほしくないというのが切なる願いでありまして、三年前、ここにもおられます加藤大臣の英断で、食事

加算が廃止、減額されるのではないかというのが与野党みんなの思いで継続になったわけでありますので、ぜひ

それについても、三年後の見直しがことしありますけれども、与野党を超えてみんなの力で継続できればという

ふうに思っております。 

 加えまして、今回の法案には、介護の分野で特にセクハラやパワハラというものが問題になっております、そ

れを防止する規定も入れさせてもらっております。 

 与野党を超えて皆さんの思いは同じだと思いますので、ぜひ成立をさせていただければと思います。よろしく

お願いいたします。 

○稲富委員 ありがとうございます。現場の皆様の声、思い、あるいは勇気づける、そういう内容かと思います。

ありがとうございます。 


